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1. はじめに 
本校ネットワークの基幹であるギガビットネットワークシステムは、平成 14 年（2002 年）
3 月から運用を開始し、教育研究活動や学校運営に関わる事務的業務等を支えてきた。とこ
ろが、基幹サーバの老朽化により、CPU の処理能力不足やハードディスク容量の不足が顕著
に現れてきた。またサーバ OS のサポート期限が近づき、セキュリティパッチが提供されな
くなってしまうという、セキュリティ面でも危険にさらされようとしていた。 
このような状況を危惧し、以前から更新案を検討してきたものの、予算的な問題から実
現されないでいた。おりしも、平成 17 年 12 月、機構本部からネットワーク更新のための
予算措置がなされ、幸運なことに予算的問題もなくなった。そこで、「校内 LAN 基幹系シス
テム」と銘打って更新に着手した。 
 
2. 設計方針 
ギガビットネットワークシステムの特徴として、以下の点が挙げられる。 
(1) 電源および制御機構が冗長化されたセンタースイッチ 
(2) センタースイッチから各学科等のフロントスイッチまでは、冗長化された光ケーブル
で接続され、ギガビット対応 
(3) 学外向け Web サーバ、Mail 中継、DNS を、3 台で負荷分散しながら行う負荷分散型 Web、
Mail、DNS サーバシステム 
(4) サーバやネットワーク機器の生存状況やトラフィックを確認する、ネットワーク管
理・監視システム 
(5) 二重化されたファイアウォール 
 
各学科は、(1)のセンタースイッチから離れているが、(2) のように光ファイバーが冗長
化されている。また(3)の負荷分散型 Web，Mail，DNS システム、(5) のファイアウォール
も冗長構成をとっている。このように主要箇所では冗長構成をとっているので、基本的に
現状の構成は崩さず、システムを構成しているサーバやネットワーク機器等の更新置き換
えをできる限り広範囲に亘って行うこととした。 
更新を行う上で、ギガビットネットワークシステムの解消すべき問題点を挙げる。まず
(1)のセンタースイッチは、シャーシ型モジュールであるネットワークインタフェースまで
は冗長化していなかったため、モジュール自体が故障してしまうと、通信ができなくなっ
てしまうという点である。そこで、センタースイッチ本体の冗長化が必要である。 
次に、L3 スイッチである学科等スイッチが故障した場合は、その配下である学科の通信
全てに支障をきたしてしまうという点である。学科等スイッチも冗長化できれば理想なの
だが、予算的に不可能であった。そこで、更新後には不要となる既設の学科等スイッチを、
そのままバックアップ機として再利用することとする。 
 ネットワーク機器やファイアウォールはコマンドでの設定が基本となるが、これは初心
者にとって敷居が高い。そこで、運用・管理していく上でブラウザ等での設定変更を行え
る機器を選定する。 
 サーバやネットワーク機器の保守契約はしていないので、機器が故障した時は当然のこ
とながら修理費用が必要となる。できる限り故障時のことを考えたネットワーク構成にし、
費用を抑えられるようにする。 
以上これらをまとめ、設計目標として以下を掲げた。 
(1) 基本構成は現状のままで、サーバ・ネットワーク機器の更新 
(2) センタースイッチの完全冗長化 
(3) 設定変更が容易であるネットワーク機器の導入 
(4) 故障時の費用を抑える 
(5) 既設のネットワーク機器をバックアップ機として再利用 
 
3. 導入機器 
導入された機器は表１、ネットワーク構成図は図 1 になる。 
 
表 1：導入機器一覧 
名称 機種名 台数 
センタースイッチ HP ProCurve Switch 5406zl 2 
学科等スイッチ HP ProCurve Switch 3500yl-24G-PWR 7 
サーバーファームスイッチ HP ProCurve Switch 3500yl-24G-PWR 1 
DMZ スイッチ HP ProCurve Switch 2810-24G 1 
ゲートウェイスイッチ HP ProCurve Switch 2810-24G 1 
ファイアウォールシステム Juniper SSG 520 2 
負荷分散型 
Web，Mail，DNS システム 
HP DL140G3 
（OS）SUSE Linux Enterprise Server 10 
2 式 
ネットワーク管理監視システム 
HP DL360G5 
（OS）Windows Server 2003 R2 
Ipswitch WhatsUp Professional 2006 
1 
バックアップシステム 
HP 1/8 G2 Ultrium 448 Tape 
Autoloader 
1 
エッジスイッチ HP ProCurve Switch 1800-24G 19 
表 1 からもわかるように、ネットワーク機器は HP 社の製品となっている。これは HP 社
が、製品を使っている限りは保守費用が必要ないという「ライフタイム保証」を行ってい
るためである。このため、ネットワーク機器については保守費が必要ない。またサーバ等
の機器も、保証期間を 5 年間に延長しているため、当分は保守費が必要ない。 
ファイアウォールは、今後のセキュリティ対策も視野に入れ、UTM 機能付のものを導入し
た。ライセンスは別途必要になるが、これにより総合的なセキュリティ対策が可能となる。 
負荷分散型 Web、Mail、DNS システムを 3 台から 2 台構成にした。今までの負荷状況に現
在のハードウェアの性能向上を加味し、問題ないと判断したからである。またサーバ OS と
してコストパフォーマンスの高い SUSE Linux を導入した。これらの甲斐あってか、当初の
更新範囲ではなかったが、エッジスイッチに至るまで更新することができ、ほぼギガビッ
ト対応にすることができた。 
 
4. まとめ 
今回、「構内 LAN 基幹系システム」の更新によって、サーバ・ネットワーク機器をほぼ全
て更新することができた。これにより、将来のネットワーク高速化・大容量化にも十分耐
えうるものになり、より安定したサービスを提供することが可能となった。実際稼動し始
めて約 1 年経過したが、大きな問題は起こっていない。 
来年度本館の改修が実施される。これを機に、今回は変更しなかったネットワークの構
成を新たに見直し、よりよいネットワークを構築できるよう努力したい。 
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図 1：ネットワーク構成図 
